
平成 21年 1月号21

すくすく子育て支援医療費助成事業
　小・中学校の児童生徒の保険診療分通院・入院医療費の

自己負担の一部を助成する、町独自の事業です。

医療費の助成を

受けるには、

申請が必要です。
対      象　 町内に住所のある小・中学生

助成内容　 ○通院医療費

                   ◆医療機関：１回につき、５３０円を引いた額の半額助成。

　　　　　　 ◆薬　　局：半額助成。

                ○入院医療費

                   １日につき、１，２００円をひいた額の半額助成。

　　　 　　※附加給付があるときは当該給付の額に相当する額を控除する。

                  （付加給付額の分かるものをお持ち下さい）

申請に必要なもの　  お子さんの保険証、印鑑（シャチハタ印不可）、

　　　　　　　　　  保険点数のわかる領収書（レシート不可）、保護者の振込口座のわかるもの

                             ※ 医療費は申請者である保護者の口座に振り込みます。

そ  の  他     特別医療費受給資格証をお持ちの方は対象となりません。

                ただし、特定疾病で特別医療費受給資格証をお持ちの方は、特定疾病以外の診療について

                のみ対象となります。

◆申請および問い合わせ先　

本庁福祉保健課　　 

 ☎０８５９ー５４ー５２０７

中山支所総合窓口課 

 ☎０８５８ー５８ー６１１２

大山支所総合窓口課 

 ☎０８５９ー５３ー３３１１
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。

　

詳
し
い
日
程
な
ど
は
防
災
無
線
で

お
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ら
せ
し
ま
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が
、
本
庁
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、
月
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2
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、
大
山
支
所
・
中
山
支
所
で

は
、
月
に
1
回
社
会
保
険
労
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談
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受
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あ
た
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機
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く
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。（
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国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
出
し

合
っ
た
保
険
料
と
税
金
を
あ
わ
せ

て
、
お
年
寄
り
の
世
代
に
年
金
を
支

給
す
る
世
代
間
の
支
え
合
い
の
制
度

で
す
。

　

ま
た
、
老
後
だ
け
で
な
く
、
思

わ
ぬ
け
が
や
病
気
で
重
い
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
不

幸
に
も
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
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の
遺
族
基
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と
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っ
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。

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
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歳
未
満

の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
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は
、
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被
保
険
者
（
自
営
業
・
農
林
水
産

業
の
方
と
そ
の
配
偶
者
・
学
生
・
家

事
手
伝
い
な
ど
の
方
）
第
２
号
被
保

険
者
（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
の
方
）
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２

号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者

の
方
）
の
３
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
年

金
の
未
加
入
の
方
は
、
役
場
で
加
入

の
届
出
が
必
要
で
す
。
年
金
を
受
給

す
る
に
は
、
少
な
く
て
も
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年
以
上

公
的
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
て
い
れ
ば
、
老
齢
基
礎
年
金
が
終

身
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
保
険
料
納
付
期
間
に
よ
り
年

金
受
給
額
が
変
わ
り
ま
す
）
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確
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の
際
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額
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と
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＆
Ａ

Ｑ　

今
ま
で
保
険
料
を
納
め
て
き
た

の
で
す
が
営
業
不
振
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

お
早
め
に
役
場
の
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年
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で
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を
し
て
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だ

さ
い
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申
請
手
続
き
が
遅
れ
る
と
障
害
基

礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
免
除
に
は
30
歳
未
満
の

人
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
が
、
所

得
の
少
な
い
人
は
「
申
請
免
除
」
が
、

学
生
の
人
は
「
学
生
納
付
特
例
」
が

あ
り
ま
す
。


